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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○持続可能な社会への移行（世界的な動き）
○2015年は、9月に国連でSDGｓが採択され、12月には「パリ協定」が採択
○世界的な転換点となった年
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○道の課題
○環境に関する課題：野生鳥獣とのあつれき、気候変動対策、災害の発生などがあげられる。
○社会に関する課題：2045年には現状の527万人から400万人にまで減少するとの予測もある、人口減少問題、
また、エネルギーの代金として、約1.1兆円が道外に流出している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○道の温室効果ガスの排出の内訳
○全国に比べると、民生（家庭）部門と運輸部門の数値が高くなっているが、これは冬の暖房や広大な面積の道内を移動することに伴うものであると考えている。
○道民一人あたりの排出量が、全国平均を上回っているのも、同様の理由であると考えている。
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